
令和元年度　唐津市立大良小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策
学校関係者評価委員
の評価（Ａ～Ｄで評価）

意見や提言など

学
校
運
営

○教職員の資質
の向上
　（今井）

・児童の自己学習
力・表現力の育成を
目指した授業の構築
・学級経営の充実

・研究授業を実施する際は，講師招
聘をして助言を受ける。また，事前の
指導案検討を行い，授業研究会で研
究を深める。
・校内研修会を行い授業研究と学級
経営を関連付けながら研修する，児
童理解研を充実させて，一人一人の
児童に対する理解を深める。

①職員全員が1回の研究授業を実施することができた。また，講師の
先生に来ていただき(年2回)，指導助言をしてもらった。高峰中学校校
区の先生方にも参観してもらうことができた。
②児童理解研を行い，全職員で共通理解をした。日頃より職員間で連
絡・情報を伝え合い，兄弟児童の情報を共有して，保護者への対応が
同じになるように努めたのもよかった。

・次年度も研究授業を全員で行い，児童の自己学習
力・表現力の育成を図りたい。めあてを達成させるため
の，より効果的な伝え合う活動について研修をしていき
たい。まとめやふり返りのよりよい書き方についても研
修したい。
・児童理解研での共通理解が，問題が起きてからの報
告ではなく，予防策についても研修できればよいと思
う。

A

・小規模の学校であるが，先生方の話し合いも密であり，又児童
一人一人の学習面や生活面においても共通理解がされている
事は大変良いことだと思うし，保護者にとっても有難いのではと
感じる。
・高峰中学校との連携もあり，特に6年生に関しては早めに知っ
てもらえることでお互い情報の共有ができるし，児童や保護者に
とっても次へのステップへと繋がるのではと思う。

教
育
活
動

●志を高める教
育（今井）

・自らの夢や目標の
実現に向けて努力す
る気持ちを高める教
育活動の推進

・授業のふり返りを毎時間実施する。
・授業改善に向け，低学年・高学年グ
ループで授業研究会の指導案の検討
をし，事前参観をすることで深めてい
く。研究授業後に，職員全員で授業研
究会を開催し，効果的な指導法の共
有や授業の改善を推進する。

①研究授業をする前に，指導案検討会を行い，ワークシートやノート指
導，板書についても話し合いができた。めあてに対するまとめとふり返
りを実施できたのもよかった。単元の学習計画を掲示した事で，学習
の見通しが立ち，教師，児童共に役に立った。
②児童は，まとめとふり返りをしっかりと書く習慣が身につき，自分なり
の言葉で学習内容がわかったと書くことができるようになった。(「わ
かった」・「できた」と自己評価した児童34人中32名：94％達成)
③国語科だけでなく，算数科や図画工作，社会科等についても職員間
で研修を積むことができた。

・まとめとふり返りの重要性を感じるので，時間が取れ
なかったりすることがないように，教師の説明や話ばか
りではなく，児童の発言を多くして主体的に学べるよう
な伝え合う活動に取り組みたい。
・授業がよりわかりやすい板書の仕方も研修できると効
果的に学べると思う。 A

・先生から児童への一方通行ではなく，児童が発言できる時間
を多くとることで，より一層の学習意欲へと繋がり，先生との信頼
関係も生まれてきたと思う。また，いろいろなことに挑戦をされて
いて，特に絵画に関しては市や県での特選等，先生方の指導に
は毎回関心をさせられる。

教
育
活
動

●学力の向上
　（今井・中島）

・個に徹した指導の
充実
・伝え合う活動を通し
て分かりやすく表現
できる力の育成
・自己学習力の育成

・朝の時間に読み・書き・計算の徹底
指導を行う。
・「ふり返りタイム（国語・算数）」，長期
休業中のサマースクール等で個に応
じた指導を行う。
・「言葉のキャッチボール」を毎日の授
業の中に取り入れる。
・自主学習に積極的に取り組むように
支援していく。
・家庭の協力を得るために，家庭学習
の手引き・学校通信・学級通信・教科
通信などで啓発を図る。

①授業の中では、「一人でタイム」「グループタイム」「みんなでタイム」
として意見交流、発表の時間を位置づけて取り組んだ。自分の考えを
発表し伝えることに関しては児童に定着してきている。全校での「ブック
トーク」「スピーチタイム」などで、発表での表現力がついている。また、
その後の感想交流でもしっかりと感想を言える児童が増えた。友だち
の感想と関連付けて発表できる児童も増えている。高学年の司会の児
童が発表について感想などを交えてまとめる力がついてきている。
②授業の中で、友だちの意見を聞き、自分の考えと関連付けて発表す
ることなど交流の中で考えが深まっていくことで、授業が理解でき楽し
いと答えた児童が32人（94％）となっている。
③家庭学習では、宿題としてのドリル学習以外にも自主学習に取り組
む児童が増えている。(学年に応じた家庭学習の時間を達成できたと
回答した児童，34名中33名：97％達成)

・授業の中では、「一人でタイム」「グループタイム」「み
んなでタイム」のそれぞれでどのような交流の仕方をす
ることが表現力をつけ、思考が深まることにつながるの
かをさらに論議して実践していきたい。
・全校での取り組みの中で、感想交流の中での発言の
仕方や、質疑応答のあり方、司会進行の仕方を考え、
一人一人の思考がさらに深まるような交流を目指して
指導の在り方を論議していく。
・家庭学習の中での、自主学習のやり方について、ど
のような内容や方法が望ましいのかを示していきたい。
また、授業との関連についても職員間で論議して家庭
学習の在り方を考えていきたい。

A

・行事面において参加をさせていただいているが，一つの取り組
みの後は必ず児童の意見を聞く場を設けてあり，自分の感じた
ことを発表できることは,児童一人一人にとって今後いろいろな面
において自信へと繋がると感じる。

教
育
活
動

○教育の質の向
上に向けたＩＣＴ
利活用教育の実
施
　（今井・中島）

・効果的なＩＣＴ利活
用授業の共有と推進

・ＩＣＴ推進リーダーを中心に，ＩＣＴ利活
用の研修会に，年１回以上参加し，得
た情報を職員に広げる。
・電子黒板やデジタル教科書，個人で
得ているコンテンツの使用方法につい
ての職員への研修を，長期休業中に
行い，職員間での共有を図る。

①国語、社会、算数、理科では、デジタル教科書のコンテンツを利用し
授業を行った。これらの教科以外にも、外国語活動ではデジタル教科
書を使った授業が非常に有効であった。
②いろいろなコンテンツを使用することで、教職員の操作技能が向上し
てきた。それにつれて、児童へのICT機器の操作について指導ができ
る職員が増えた。その結果、特に高学年児童においては、総合的な学
習の時間の発表やスピーチタイム等でパワーポイントを利用した資料
を作成して発表をするなど、児童の操作技能も向上した。

・新学習指導要領完全実施に向けて、プログラミング学
習に関して外部から講師を招いて、5，6年生に授業をし
てもらった。今後も職員研修を計画的に行い、教師の
指導力向上に努める。

A

・先生方の取り組みの熱心さが行動を通してよく見えている。例
えば運動会や何かの発表会等，主役を一人だけに決めずに一
人一人が主役になるような設定をされているのには大変関心を
している。また，児童も自信をもって発表をしている様子がうか
がえる。
・先生方もいろいろな機器を活用して授業への取り組みをされる
ためには，出張での研修やで会議等で大変だと思う。教職員同
士の理解のもと協力し合い自分自身の健康面にも留意してもら
いたいと思う。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策
学校関係者評価委員
の評価（Ａ～Ｄで評価）

意見や提言など

学
校
運
営

●心の教育
　(今井・永田）

・地域・外部人材を活
用した体験活動の充
実
・道徳教育の充実
・特別支援教育の理
解と推進

・生活科や総合的な学習の時間をは
じめ，様々な教育活動において，地域
人材や外部人材を活用する。
・年1回「ふれあい道徳」の授業を実施
し，学校便りや学級通信等によって，
道徳教育や道徳授業の取り組みの様
子を家庭に発信する。
・児童理解協議会（年間４回）を開き，
支援が必要な児童について共通理解
を図る。
・夏季休業中に外部講師を招いて，特
別支援教育の研修を持ち理解を深め
る。

①地域人材や外部人材を、すべての学年において活用することができ
た。 地域の方との交流機会が多いことで、郷土愛を育むことができて
いる。
②ふれあい道徳を年に一度実施できた。児童が考えを出し合い、議論
する活動が道徳の授業でできた。
③児童理解研で気になる児童について共通理解を図り、全職員で支
援していくことができた。夏季休業中は外部講師を招いて研修を行い、
特別支援教育の理解を職員全体として深めることができた。

・引き続き、地域や外部の人材を招いて教育活動をし
ていきたい。また、専門家であるスクールカウンセラー
の先生のエンカウンター授業を計画的にやっていきた
い。

A

・それぞれの心の中は見えない部分も多々あると思うが，その
日の表情等で見えてくることもあるので，常に児童の心に寄り添
えるように，これからも信頼関係を大事に，児童が話しやすいよ
うに心がけてほしいと思う。
・「いってきます」「ただいま」の声で子供の心理状態がわかる。
・子供と先生方とのふれあいの形が少し違うのではないかと感じ
ることがある。優しく接していただくのはよいが，子供が先生と友
達のように話しているときがある。節度は必要だと思う。
・どんくり教室や山都美教室(公民館主催の放課後児童教室)の
時，公民館の階段などを児童が走り回る。とても危ない。危険な
こと，してはいけないことを考えて行動するよう今後も指導してい
く必要がある。

教
育
活
動

●いじめの問題
への対応
　(佐々木・永田)

・教育相談の充実
　（予防・早期発見・
早期対応）
・人権尊重の教育の
推進

・各学年の発達段階に合わせた「いじ
め」に関する授業を全学年で行う。
・「学校生活アンケート」を学期に１回
取り組み，担任や職員全体が関わっ
て教育相談を行う。
・「なかよし集会」を年５回以上開き，
人権や共生，協力などの話をする。

①各学年の発達段階に合わせた「いじめ」に関する授業を道徳等で１
単元以上実施することができた。
②「学校生活アンケート」を教育相談週間に合わせて学期に１回ずつ
実施し、いじめや児童の悩みに早期に対応できるよう取り組んだ。「学
校が楽しい」と思える児童は３４人（１００％）だった。
③「なかよし集会」を年6回開き、人権や共生などの話ができた。子ども
たちの中に「人権」という言葉の意識が育ってきた。

・心の教育の活動とも連携し、さらに広く人権教育に取
り組み、生命の尊さやお互いを認め合う活動を進めて
いく。

A

・保育園生の時から小学６年生まで常に一緒に過ごしていくの
で，自分としてはこれぐらいは良いであろうと思っていても，相手
にとってはとても辛い言葉だったり行動だったりすることがある
のではないかと思う。大人にとっては大したことではないかもし
れないが，本人にとっては，とても悲しいことかもしれない。
・早期発見が一番大事なことだと思う。
・命の大切さ等を，本や新聞等を利用して子供たちに伝えてほし
い。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策
学校関係者評価委員
の評価（Ａ～Ｄで評価）

意見や提言など

学
校
運
営

●業務改善・教
職員の働き方改
革の推進
　(大久保)

・タイムマネジメント
の推進による，業務
の効率化
・定時退勤日の徹底
・業務の分散化によ
る特定の個人への負
担軽減
・ＩＣＴ活用の推進によ
る，業務の効率化

・予定退勤時刻を明確にし，仕事の軽
重を付けて業務に取り組む。
・金曜日の定時退勤日を徹底するた
めに，朝と退勤10分前に呼びかける。
・行事や校務分掌に係る業務の平準
化を図り，年間の計画を立てる。
・学年ごとのフォルダを整理し，教科
フォルダ，行事フォルダ等を作り，お
互いのデータを共有化する。

①定時退勤日(金曜日）は，早めの時刻に全職員が退勤することがで
きた。
②年度当初に担当者を明確にしたことで，スムーズな運営はできた
が，行事(集会等も含め)等が多く，その準備等にかかる時間は職員の
負担になっていた。
③昨年度より職員数が2名減ったことで，一人当たりの仕事が増え，昨
年度の同月と比較して超過勤務時間の月平均が１０ケ月中(４～１月)７
ケ月オーバーした。

・目安となる退勤時間を職員で話し合い，明確に設定
することで，計画的かつ効率的に仕事を進めるようにし
ていく。
・新年度に向け，学校行事や年間指導計画を見直す時
に，行事の精選をし，これまで積み上げてきた成果は
更に伸ばすことを前提に，教育活動や学校生活にゆと
りをもって取り組んでいけるように見直しをしていく。
・各学年で使用したデータ（紙媒体のファイルも含む）
は，確実にフォルダ（ファイル内）に保存することを徹底
し，定期的に担当者がフォルダ内を閲覧し，データの内
容を伝達することで利用促進を図る。

A

・職員が2名も今年度は減ったことにより，行事の負担も増したな
らば，行事のあり方を全職員で考え，減らされる行事は減らして
いってもよいのではないかと思う。先生方も仕事は大切だが，そ
れよりもっと大切なことは家庭あっての仕事ではないかと思う。
また，精神的・身体的な健康が第一だと思う。

教
育
活
動

○安全・安心に過
ごせる環境づくり
  (大久保)

・危機意識の高揚と
危機管理能力の育成
・保護者・地域と連携
した防災・安全教育

・登下校の緊急対応を設定し，事故・
事件・災害等のレベルに応じた避難
訓練を実施する。
・地域の消防団と連携して，消火活動
の様子や災害などの話を聞く場を設
定し，危機意識の高揚を図る防災教
育を実施する。
・児童向けの「安全マップ」を再点検・
作成するとともに，事故・事件等の予
防・防止・支援のための１１０番の家
の継続依頼をする。
・危機管理体制の周知徹底を図り，教
職員の役割分担を明確にする。

①火災（2回），原子力（2回），地震（1回）合計5回の避難訓練を実施す
ることができた。原子力災害については，事前に保護者に連絡し，メー
ル受信テストを実施していたためスムーズに全児童の引き渡しが完了
した。保護者は児童玄関まで車両を進め，玄関からさっと児童を車に
乗せるという受け渡しが定着してきた。
②本年度も，地域と連携した防災教育を（火災避難訓練時の地域消防
団による消防実演鑑賞，地域消防団との合同救急救命訓練）したこと
で，地域との連携が深まるとともに，消防団の行動を通して児童の防
災意識が高まったと感じた。
③職員数が少ないため，対応する職員が出張等で足りない時があっ
た。そのような場合にどう対応するかを含めて，更に計画し実施する必
要があった。

・火災避難訓練では，いろいろな場合を想定し，複数の
避難経路を児童と職員が確認できるようにする。
・原子力被害への対応では，児童引き渡しの際に，職
員が屋外での車両誘導を実施しなくてよいようにするた
め　保護者の車両を誘導する標識を校門付近にに設置
した。指示があることで，職員がいなくてもスムーズに
車両が流れた。大雨と雷のため，保護者に急遽迎えを
依頼したことがあるが，このような時にも，引き渡し訓練
と同じように保護者への連絡メールに開封確認機能を
付けて送信したり，児童玄関前まで車両を進めて児童
を引き取ったりさせることで定着を図っていく。
・いろいろな災害を想定し，前回と同じ内容にならない
ように計画的に訓練を実施することで，避難経路や職
員の役割分担を確認していく。

A

・避難訓練は地区の消防団も交えて実施したとのこと，大変良い
ことだと思う。
・いろいろな想定等があると思うが，訓練を繰り返すことによっ
て，もしもの時はスムーズとまではいかなくても，訓練していた安
全・安心へとつながっていくのではないかと思う。

教
育
活
動

●健康・体つくり
　(稲富)

・運動習慣の定着化
・体育的行事の振り
返り
・家庭と連携した主体
的な生活習慣の定着
・自己管理能力を高
める健康教育・食育
の推進

・休み時間や昼休みに外（雨天時は
体育館）で遊ぶよう促す。
・スポーツテストや持久走カードなど，
学年に応じた目標を設定し，頑張って
いる児童を紹介する。
・嫌いなものは最初は極端に量を減ら
してでも，頑張って食べようという意欲
をもたせて，量を徐々に増やしていく。

①外で遊ぶことができる児童は、３２人（９４％）だった。ただ、高学年
は、委員会活動などで、外遊びができないこともあったが、自分たちで
外遊びをしようと声かけをしている姿も見られた。
②体育的行事で課題を持っていた児童は３４人（１００％）だった。頑
張っている児童には賞状を渡すなど、意欲を持たせることができた。
③高学年は嫌いなものでも時間内に、低学年は嫌いなものは量を減ら
しながらでも最後まで残さず食べることができた。(１００％達成)
④日々の取り組みが認められ「体力向上優良校県教育長表彰」を受賞
することができた。

・高学年を中心に委員会活動などで、運動場で遊べな
いことも多いので、さらに外遊びの呼びかけを強化した
方が良い。　また、朝の時間を活用して外遊びが出来
ると良い。
・次年度も引き続き体育的行事には、できるだけ学習
カードを準備して自分の課題を意識して取り組ませると
ともに、学習カードの改善も図っていく。
・給食を楽しく食べながら、食事のマナー（お椀の持ち
方、箸の持ち方等）についても指導していく。

A

・外で遊ぶことが少ない昨今，外での遊び方も昔と今ではたくさ
ん違いがあるように思う。寒暖差の激しさや，ＰＭ2.5の問題等で
今の子供たちは思いっきり外での遊びができにくくなったのを感
じます。道具など少なかった時代に育った私たちは，目玉焼きや
ケンパー遊び，人を跳び越す遊び等，工夫をしていろいろな遊び
をつくりだしていたが，今の子供たちはそれすらできなくて可哀
そうな時代だと思うことがある。
・食事に関しては，大良の地域性もあるが，二世代・三世代の家
族構成のため躾ができていると思う。また，長時間，徒歩での登
下校なので他の学校に比べると残菜もないと聞いている。教室
以外の場所(ランチルーム)があり，全校生徒と先生たちが一緒
に食べることで，先生と児童たちに「食」への共通意識ができ，
食品への興味・食べる楽しさ・食器の持ち方等，これこそ小規模
校の特色であり食育にもつながるのではないかと思う。

教
育
活
動

〇基本的な生活
習慣づくり
　(永田・毛利)

・元気なあいさつ・返
事の定着
・立腰教育，整理整
頓による落ち着いた
生活の定着

・毎月の月初めの１週間を「大すき良
い子カード」の取り組み期間とし，学
校と保護者が連携して基本的な生活
習慣が身につくようにする。
・正しい姿勢や，整理整頓について、
全校朝会での生活の話などで児童に
繰り返し話をし，意識を高めていく。

①元気なあいさつをする児童、元気な返事をする児童ともに100％。大
良小の生活指導の柱の一つであるあいさつを、子どもたちもよく理解し
実践できている。
②「大すき良い子カード」は、９０点以上が５９％の達成率で目標には
届かなかったが、少しでも生活習慣を良くしようという意識を持つ児童
が増えた。また、保護者も子どもと一緒にノーテレビ、ノーゲームデー
に取り組むなど、学校と家庭の連携が見られた。

・「大すき良い子カード」の取り組みの利点を保護者に
もっと広く周知し、９０点以上取れる児童を８０％以上に
増やす。
・月ごとの生活目標を意識して学校生活ができるよう
に、児童会活動や全校朝会、下校時の指導等で繰り返
し指導していく。

A

・児童たちは，道で出会うと必ず元気な挨拶をしてくれる。
・学校では履物をきれいに揃えて置いてあるが，家ではどうだろ
うか。用事である家に行った時に，あちらこちらにお靴が散乱し
ていたのを見た時，やはり玄関はそこの家の顔であるのかなと
私自身改めて考えさせられた。基本的生活習慣の一つとして，
家に帰ってからの履物は家族の分も含めきちんと揃えてあるか
どうか聞いてほしいと思う。「揃えているよ」と言った児童に対し
ては大いに褒めてほしいと思う。

　

３　目標・評価

学校関係者評価委員会から

学校関係者評価委員会から

①授業や全校での取り組み
の中で，言語活動の場をなる
べく多く設定し，伝え合う活動
を通して表現力を高める。
②友達と交流する学習をとお
して授業が分かり楽しいと思
う児童を30人（88％）以上に
する。
③家庭学習の定着，自主学
習を促進させ，学年に応じ，
家庭学習の時間を達成する
児童を30人（88％）以上にす
る。

A

A

①昼休み等，運動場で遊ぶ
児童を28人（82％）以上にす
る。
②体育的行事を学習カードで
取り組ませ，自分の目標に向
かって取り組む児童を，28人
（82％）以上にする。
③給食で嫌いなものがあって
も，残さず食べることができる
児童を34人（100％）にする。

①「いじめ」に係る授業の実
践を全学級で年間1単元以上
行う。
②「いじめ」の予防，早期発
見に努め「学校が楽しい」と
思える児童が28人（82％）以
上になることを目指す。
③相手を思いやる気持ちを
育て，児童の人権感覚を育て
る。

達成度

B

①職員が各自1回の研究授
業を実施し，授業研究会での
討議を充実させる。
②児童理解研を学期に１回
以上行い，全職員で児童の
理解を図り，意見交換をして
学級経営の充実につなげる。

③健康・安全教育の推進

B

A

①元気なあいさつをする児童
を30人（88％）以上，元気な
返事をする児童を30人
（88％）以上にする。
②「大すき良い子カード」で90
点以上の児童を28人（82％）
以上にする。

達成度

A

達成度

具体的目標

A

A

①計画的に避難訓練を年間
に5回以上実施し，児童の危
機意識を高めると同時に教
員の危機管理能力も高める。
②地域と連携した防災教育を
年間1回実施し，地域との連
携を深める。

②自他の生命の尊さを知り，よさを認め合い，思いやりの心の育成

①国語・社会・算数・理科で
は，ICT機器を活用した授業
実践を全単元で実施し，児童
が分かる授業を展開する。
②ICT機器を活用するための
教職員の操作技能を高め
る。

・各分掌間の連携及び情報
共有を図り，効率的な業務へ
の取組を推進するとともに，
教職員の時間外勤務につい
て１か月当たり前年度比１
０％削減する。

B

①授業のふり返りを実施し，
「わかった」「自分でできた」と
評価する児童を30人（88％）
以上にする。
②授業改善に向け，全教員
が授業研究会を1回以上行
う。

○自己評価では，全項目でほぼ目標が達成されたと言ってもよいレベルであった。しかしBの評価をつけた項目が３つあった。その改善が次年度への向上につながると思うので，以下のような取り組みをしていきた
い。
①　業務改善に関しては，本年が昨年度に比べ，職員数が2名減となったこともあり，目標に反し，平均残業時間数は増加してしまった。次年度は，児童の学力保障のための研修会や児童と関わる時間等を確保しつ
つ○時△分には全員退勤するという目標を設定し，行事の精選・共有データ（紙の資料等も）を充実することで業務の効率化をさらに推進していく。
②　安全・安心に過ごせる環境づくりに関しては，年度当初に計画した訓練をすべて実施することができた。しかし7月に警察官を講師に招いて実施する予定であった「防犯教室(不審者侵入対応訓練)」が大雨のた
め中止となり，学校職員による実施となった。火事や地震等と違い，相手が人なので行動の予測が難しく，幾重にも不審者の行動を想定して臨まなければならないので，実際の活動を伴う訓練の必要性を改めて感じ
た。また他の訓練でも，本校は職員数が少ないので，有事の時に人員が足りなくて子供の安全確保が難しい局面が予想される。そこで本年度は，訓練中に声を掛け合い役割分担の確認や協力の依頼を行ったり，避難
経路の確認を行ったりすることに特に力を入れきた。また，子供たち自身にも考え行動する資質・能力をつけるために，訓練前に災害に関する指導を行い，訓練の最後に「このような場合にはどうするか。」や，
「なぜ，このような避難の仕方が必要なのか」といった質問等をすることで児童一人一人に考える時間を設定した。次年どは，計画書通りの訓練ではなくて，職員が出張等で人員が足りない場合や休み時間など，有
事の時には不安がある(本校のウイークポイント)事項について対策を考え訓練を実施していく。
③　基本的な学習習慣づくりは，ほぼできているが，早寝・早起き，ゲームの時間等，今後も家庭と連携した取り組みを進めていく。

心豊かで　自他ともに大切にし
共に学び合う　たくましい　子どもの育成
       ～正しく，かしこく，たくましく～

・健康・安全教育の推進
・学力の向上
・豊かな心の育成
・連携教育の推進
・業務改善による効率化の推進

①それぞれの学年に応じ，地
域・外部人材を活用した体験
活動を実施し，「郷土愛」「豊
かな心」の推進を図る。
②児童中心に考えを伝え合
い，議論する活動を道徳の授
業の中に仕組んでいく。
③特別な支援，配慮が必要
な児童について職員全体で
共通理解を図る。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

A

具体的目標

①主体的な学びを通した学力の向上

具体的目標

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である
Ｄ：不十分である


